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飛サ亀資料館建設地の調査

第1図  昭和47年 5月～8月

飛鳥資料館建設に伴なう事前調査 として、明日香村奥山で発掘調査を行なつ

た。調査地点は、奥山久米寺跡の東約 400m、 山田寺跡の西約 450mの ところ

で 、明日香村から桜井市方面へ通じる県道の北狽と、山合いの南斜面である。建

設予定地内に A～ Fま で 6本 の トレンテを設定した (挿図 )。 発掘面積は約 8

aで 滉る。

調査の結果、遺構 としては建築物遺構 4、 柱列 3、 石組暗渠 2、 め くら暗渠

と、のほか多数の濤などを検出した。これらの遺構について概略をのべ る。

Aト レンナで検出した石組暗渠 (以下、大石組暗渠 という。第 1図 )は 、今

回確認出来た範囲でも、会長 73mに もおよぶ長大なもので、途中にマンホール

状の施設をもつている。この大石組暗渠は、今回確認した範囲の北から65mの

間は、南北一直線にのび、宮川の北 10mの 位置で西に曲折 し 8mほ ど続き、

その先は水田造成のために破壊されて遺存 していなか つた。直線部分の方位は

真北に対 して 6° 33'】ヒで東に振れている。この大石組暗渠は、南向きの斜面

に自然地形を利用して築かれており、検出した遺構両端の比高差は40mで 1.3a

の傾斜をもつ。この暗渠の先端は宮川に注 ぐものと思われる。暗渠の構巻は、

幅 2m、 深さ約 1。 2mの 掘り方を掘り、ほぼ 2列 に帰平な礫を敷いて底 とし、内

側に面をそろえた自然石を 2～ 3段 に積み側壁としている。その上部に長径 60

～70卸 大の自然石をのせて蓋石としている。側石、蓋石とも隙間には小石をつ

め粘上で裏ごめをしている。濤幅は、内径で上幅 40御、下幅 30伊 高 さ60嘲 0

伽″測る。途中にあるマンホール状の施設は、暗渠の蓄石より側石″ 2段ほど

高く積み上げ、内径 50卸×40側の長方形の開口部をもつ。底から開口部までの

高さは、1.4mで 沐る。なお、曲折部付近では、後世の攪乱のためにき石がすで

に取 りはず されてお り、さらにその西では、側石も部分的にしか残 つていなか
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飛鳥資料館建設地 (網はトレンチを示す)

つた。この大石組暗渠は現在南半の部分を粉出したのみであるが、おそらく北

方にのび山合いの奥に関連する施設があるものと考えられる。この大石組暗渠

は、出上した遺物からみて 7世紀の遺構で赤ると考えられる。

この暗渠上部を覆 つて一帯が厚 さ lmほ どに整地され́ていた。この孝地面上

において、マンホール状姉設に北接 し、大石組暗渠をまたぐようにして建られ

た建築物 と思われる遺構を検出した。この規模は、今回の調査によつては、西

半部を検出 1/た のみで、今か槽は確認出来なか つた。

Bト レンナでは、柱FBH l.25m等 間の柱列 2間 分″粉出した。この遺構は、中

世の遺構でムる。

Cト レンナでは、北西部に茉いて、桁行 4闇 (柱 FH4 2.lm等 聞う、梁行 3間 (

柱間1.8m等 間 )の東西棟建物″粉出した。この建物は、 Bト レンチの建築物と

同時期のものである。また、曰 トレンナ中央南端よりにおいては、およそ 5m

にわたるめ くら暗渠″検出したとこの遺構は、10～ 15伽大の様″つめたもので
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ある。めくら暗渠の北側にこれと一部重複する石組暗渠を検出した。この遺構

は、西から東へ8.5nほ ど直線的にのびたのち、直角に南に曲折 して 44ほ どつ

づ く。この構造は、濤内径が幅 lb師 、深 さ 10印 で側野に鳥平な緋を立て並べ、

20～ 30師大の礫で蓋身したものである。底に石を敷いた痕跡は認められなか つ

た。この遺構は重複関係から、上記 lン た東西棟建物に先行 し、また、め くら暗

渠にも先行するものである。なお、 トレンナ東半部を掘り下げた結果、古墳時

代の濤など下層遺構を検出した。

Dト レンナにおいては、東半部に染行 1間 (柱間 1,9m)、桁行 3間 (柱間 1.6

m等間)以上 の東 西 椋建物を検出した。この遺構は、 Cト レンナで検出した

建物 と同時郵のものである。この建物 と重複 して、「和国開弥」 30枚、骨細片

を都めた奈良時代末頃の土師器把手付壷を検出した。

Eト レンナでは、中世の時却と思われる大濤、 Fト レンテギは、古墳時代の

濤を粉出したが、他には、特に記すべ き遺構はみられなか つた。

以上、資料館建設地の各遺構について述べたが、この調査で、特に注 目され

るのは大石組暗渠である。 7世紀の飛鳥地方には、このような遺構がほかにも

みられる。今回の調査地の南西 700mの「 石神」のだより、道祖神・須弥山を

始めとする石造遺物とそれに関連すると思われる石組大濤が検出されており、

大石組暗渠もそれらとの関淳で興

味深いものである。今後の調査に

おいて、関連施設の全容を明らか

に呟遺跡お性格を明らかにしたい。

出土 した遺物は、古墳時代から

中世まで、かなり幅の広い時期に

わた つている。土器類では、瓦器

が多く、土師器、須恵器、黒e土

器、緑釉陶器、磁器があり、その

ほか、埴輪、瓦類、硯、滑石製有

孔円板、玉類がある。
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